















































































表 l 同胞の状況と精神 ･身体的影響の有無
状 況 合 計 影響あり 影響なし ∬ 2値
(7項目) n-172 n-99 n-73
同胞の性別 49(56.3) 38(43.7) 0.ll4531005*2483
男 87(56.6)
女 85(49.4) 50(58.8)-4364 35(41.2)7636
発達段階区分
乳児期 116
幼児期 85(49.4) 54(63.5) 31(36.5)
学童期 62(36.1) 35(56.5) 27(43.5)
思春期 14(8.1) 6(42.9)54587 8(57.1)3413
同胞の数
1人 92535
2人以上 80(46.5) 45(56.3)64649 35(43.8)6360
家族形態
2世代 10581
3世代 72(41.9) 35(48.6)22629 37(51.4)13371
母の留守期間
1ケ月未満 35203
1-4ケ月未満 99(57.6) 52(52_5) 47(47.5)
4ケ月以上 38(22.1) 25(65.8)5331 13(39.2)3169
同胞の世話
別居の祖父母 84488
同居の祖父母 52(30.2) 27(51.9) 25(48.1)
父親 25(14.5) 13(52.0) 12(48.0)
その他 11(6.4) 6(54.5)2360 5(45.5)139
母親の帰宅頻度
毎日-1回/週 38221
1回-数回/月 39(22.7) 29(74.4) 10(25.6)













































状況(7項目) カテゴリー カテゴリー数量 範囲
発達段階区分 乳児期 0.746 1.683幼児期 -0.359学童期 -0.008
思春期 1.324
同胞の世話人 同居の祖父母 0.010 1_530別居の祖父母 -0.421父親 0.613
その他 1.109
母親の帰宅塀度 毎日-1回/過 0.249 1.4321回数 月 - 994
なし 0.488
母の留守期間 1ケ月未満 '-0.348 0.7451-4 60
4ケ月以上 -0.385
同胞の性別 男 0.191 0.368
女 -0.177
家族形態 2世代 -0.121 0.293
3世代 0.172
同胞の数 1人 0.042 0.090
2人 -0.048

















発 達 段 階 情緒の障害N-141 行動の障害N-38 身体反応N-17 神経性習癖 N-8
乳児期 11人 3 4 0 1
幼児期 85人 70 23 8 5
学童期 62人 62 10 6 2
思春期 14人 6 0 3 0
影響 内容延べ件数204件 さびしそうな表情33 つきまとう 15 濠不足 8 夜泣き 3
甘える 30 母親につかなくなる7 食欲不振 4 指しやぶり 3
泣く 10 母親を探す 4 堰吐 2 偏食 1
不安がる 10 登園拒否 4 下痢 1 口唇にさわる 1
反抗的になる 9 登校拒否 4 頻尿 1
感情の起状が大 8沈む1人になるのを怖がる7怒る 6落ちつきがない 5かんしゃくをおこす 4おびえ 3わがままに る 1 兄弟けんかをする 3祖母の家にいきたがらない 1 喋息 1
表 4 発達段階精神および身体への影響
発 達 段 階 精神および身体への影響
乳児期 11人 母親に寄 りつかない(2)
夜泣き(1) つきまとう(1) 甘える(1) 母親をさがす(1)
1人 なるのを怖がる(1) おびえる(1) N-8件
幼児期 甘える(20) さびしそうな表情をする(16) つきまとう(13)
母親に寄りつかなくなる(4) 反抗的になる(5) 登園拒否(4)
85人 感情の起状が大になる(3) 不安がる(3)1人.になるのを怖が 3名以上のもののみ N-106件
学童期 62人 さびしそうな表情をする(16) 甘える(7) 不安がる(7)
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